
１
期
目
で
は
、
今
後
さ
ら

に
進
む
で
あ
ろ
う
少
子
化
・

高
齢
化
社
会
を
見
据
え
る
な

か
で
、
子
育
て
し
や
す
く
、

学
び
や
す
く
、
働
き
や
す
く
、

そ
し
て
老
後
を
過
ご
し
や
す

い
活
力
あ
る
佐
倉
を
創
造
す

る
た
め
の
、
各
種
施
策
に
取

り
組
み
、
約
９
割
を
超
え
る

項
目
で
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
期
は
、
引
き
続
き
福
祉
、

健
康
、
教
育
部
門
を
施
策
の

柱
と
す
る
な
か
で
、
５
年
先
、
 

10
年
先
を
見
越
し
た
企
業
誘

致
や
地
場
産
業
の
育
成
、
農

業
、
観
光
の
活
性
化
な
ど
産

業
振
興
に
も
力
を
注
ぎ
安
定

的
な
財
源
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
大
震
災
を
経

験
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
の
対
応
な
ど
、

直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
に
対

し
て
は
、
一
層
の
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

断
水
、
停
電
と
い
う
問
題

は
予
想
以
上
に
大
き
な
課
題

を
残
し
ま
し
た
。
佐
倉
市
は

65
％
の
水
を
市
内
の
井
戸
で

賄
っ
て
い
ま
す
が
、
次
々
と

問
題
が
発
生
し
断
水
と
な
り

ま
し
た
。
防
災
井
戸
は
１
期

４
年
間
で
13
本
掘
り
、
今
回

非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。
今

後
も
整
備
を
進
め
、
今
年
度

は
６
本
掘
る
予
定
で
す
。

児
童
生
徒
の
学
習
の
場
、

災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
学

校
施
設
の
耐
震
化
工
事
に
つ

い
て
は
、
佐
倉
市
耐
震
改
修

促
進
計
画
に
沿
っ
て
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
完
了
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
家
庭
で
は
家
具
や

電
気
製
品
の
転
倒
防
止
の
対

策
も
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
大
規
模

災
害
発
生
直
後
の
人
命
救
助
、

消
火
活
動
は
近
隣
住
民
の
共

助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
消
防
署
を
は
じ
め
と
す

る
行
政
の
防
災
機
能
が
回
復

す
る
に
は
３
日
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
を

生
き
延
び
て
い
た
だ
く
た
め

の
地
域
自
主
防
災
組
織
が
、

是
非
と
も
必
要
で
す
。

民
生
・
児
童
委
員
を
は
じ

め
、
福
祉
に
関
わ
る
方
々
に

は
災
害
時
の
被
災
者
の
サ
ポ

ー
ト
は
も
と
よ
り
、
平
常
時

か
ら
地
域
の
自
主
防
災
活
動

へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
、
社
協
、
社
会
福
祉
法

人
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
自
治
会
・
町
内
会
、
民

生
・
児
童
委
員
、
市
民
が
ぞ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
て
、

協
働
で
き
る
体
制
を
整
え
、

協
力
、
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
全
域
を
範
囲
と
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
と

一
体
と
な
っ
た
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
る
社
協
、
14
地
区

社
協
に
は
市
民
相
互
の
支
え

合
い
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
づ
く
り
に
市
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
求
め
ら
れ
る
の
は
、

人
間
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い

福
祉
で
す
。
そ
れ
は
行
政
ま

か
せ
で
は
な
く
、
様
々
な
協

働
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
も

の
で
す
。
社
会
的
な
支
援
が

必
要
な
方
々
へ
の
理
解
が
進

み
、
み
ん
な
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

の
環
境
が
整
う
こ
と
で
、
協

働
を
通
じ
、
負
担
能
力
の
な

い
方
や
低
い
方
も
必
要
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
受
け
ら

れ
ま
す
。
私
が
「
高
福
祉
・
低

負
担
」
を
掲
げ
た
の
は
、
こ

の
よ
う
に
全
て
の
人
が
幸
せ

に
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
か
ら
で
す
。
そ

の
実
践
に
は
、
財
源
を
は
じ

め
困
難
な
課
題
が
様
々
に
横

た
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
２
期

目
も
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、

市
民
と
の
協
働
・
職
員
の
皆

さ
ん
の
が
ん
ば
り
へ
の
、
感

謝
と
期
待
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
た
事
が
印
象
的
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
５
月
26
日
収
録
）
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８
日

臨
時
理
事
会

22
日

内
部
会
計
監
査

１
日

地
区
社
協
会
長
会
議

４
日

役
員
・
評
議
員

研
修
会

22
日

第
２
回
共
同
募
金
会

佐
倉
市
支
会
理
事
会

第
２
回
理
事
会

29
日

第
２
回
評
議
員
会

行

事

予

定

７
月
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９
月

４
月
24
日
の
市
長
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
た
蕨
和
雄
市
長

に
、
２
期
目
の
抱
負
と
、
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
得
た
防
災
に
対
す
る
思
い
等
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
11
日
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
未
曾
有
の
被

害
を
受
け
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
罹
災
さ
れ
た

方
々
が
一
日
も
早
く
日
常
の
生
活
に
戻
れ

ま
す
こ
と
を
た
だ
た
だ
願
う
ば
か
り
で
す
。

こ
ん
な
状
況
下
に
あ
っ
て
こ
そ
地
域
に

密
着
し
た
地
域
福
祉
活
動
が
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。
佐
倉
市
内
に
お
い
て
も
家

屋
の
全
半
壊
が
多
数
報
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
地
域
で
は
ご
近
所
力
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
、
そ
れ
自

体
で
の
活
動
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
内

14
地
区
に
あ
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

福
祉
委
員
の
方
々
が
第
一
線
で
活
動
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
原
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
と
少
子
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お

い
て
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
そ
の
人
ら

し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
に
は
、

ご
近
所
の
絆
が
大
切
で
す
。
高
齢
者
と
い

っ
て
も
お
元
気
な
方
ば
か
り
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
障
が
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
の
福
祉
に
つ

い
て
も
い
ろ
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で
は
出
来
ま
せ
ん
。

地
元
の
自
治
会
・
町
内
会
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
と
手
を
携
え
て
地
域
に
密
着
し
た
福
祉

活
動
を
行
う
こ
と
が
我
々
の
使
命
で
す
。

自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

去
る
５
月
18
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
谷
田
部
会
長
が
退
任
を
表
明
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
後
任
の
会
長
に
は
理
事
の
互
選
に
よ
り
臼
井
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
左

奈
田
雄
一
会
長
が
選
任
さ
れ
、
７
月
１
日
付
で
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

左
奈
田
新
会
長
は
、
第
４
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
「
と
も
に
歩
む
ふ
く
し
プ
ラ

ン
Ⅱ

」
の
策
定
委
員
長
と
し
て
計
画
の
策
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

２
期
目
の
抱
負

東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、

今
後
の
市
政
に
生
か
し
て

い
き
た
い
こ
と

地
域
に
密
着
し
た
福
祉
活
動
を

行
う
こ
と
が
我
々
の
使
命

左
奈
田
　
雄
一

新
福
祉
計
画
の
ス
タ
ー
ト

に
あ
た
っ
て

高
福
祉
・
低
負
担
へ
の
挑
戦

８
月
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【
総
　
括
】

経
済
的
困
窮
は
低
所
得
世
帯

に
限
ら
ず
日
常
生
活
に
変
化
を

も
た
ら
し
、
生
活
福
祉
資
金
貸

付
や
善
意
銀
行
小
口
貸
付
金
、

社
協
が
実
施
し
て
い
る
介
護
保

険
事
業
等
の
各
種
支
援
事
業
の

利
用
者
に
も
大
き
な
影
響
が
出

て
い
ま
す
。

第
４
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
第
３
次

計
画
で
あ
る
「
と
も
に
歩
む
ふ

く
し
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
で
、

中
間
評
価
を
踏
ま
え
た
事
業
実

施
と
年
次
計
画
に
従
い
７
項
目

を
重
点
実
施
事
項
と
し
て
各
種

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
市
内
の
被
災
者
、
東
北

地
方
か
ら
の
避
難
者
の
支
援
活

動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

組
織
体
制
基
盤
の
強
化
に
つ

い
て
は
、
貸
付
相
談
の
急
増
に

対
応
す
る
た
め
福
祉
資
金
班
を

創
設
し
ま
し
た
。

【
重
点
実
施
事
項
】

①
第
４
次
地
域
福
祉
活
動

計
画
の
策
定

こ
の
計
画
の
特
徴
は
、
行
政

計
画
の
策
定
と
同
時
進
行
で
進

め
ら
れ
、「
協
働
の
し
く
み
づ
く

り
」
に
つ
い
て
は
共
通
の
課
題

で
あ
り
同
じ
記
述
に
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、社
協
発
展
・
強
化
計

画
と
一
体
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

②
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

活
動
の
支
援

課
題
別
研
修
会
を
４
回
実
施

し
、
地
区
社
協
活
動
の
現
状
と

課
題
、
活
動
の
方
向
性
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
手
法
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
多
様
な
福
祉
課

題
の
抽
出
や
そ
れ
に
取
り
組
む

活
動
等
を
発
掘
し
、
住
民
相
互

の
支
え
合
い
を
基
調
と
し
た
活

動
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

市
民
公
益
活
動
の
支
援

新
た
な
助
成
制
度
の
説
明
会

の
実
施
、「
推
奨
テ
ー
マ
」
の
設

定
な
ど
平
成
23
年
度
の
実
施
に

向
け
て
の
準
備
を
行
い
、
ま
た
、

災
害
部
会
・
研
修
部
会
が
実
施

事
業
の
企
画
に
あ
た
り
ま
し
た
。

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

「
法
人
後
見
事
業
」
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
検
討
委

員
会
、
重
要
施
策
検
討
懇
話
会

で
検
討
し
、
平
成
23
年
度
実
施

に
向
け
て
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

⑤
災
害
時
福
祉
救
援
活
動

体
制
の
構
築

平
成
22
年
11
月
に
千
葉
県
社

協
と
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
後
、
佐
倉
市
社
協
で
は
佐
倉

市
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
等
と
協
議
し
佐
倉
市
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
支
援
活
動
等
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

⑥
会
員
拡
大
と
基
金
の
活
用

会
員
募
集
や
共
同
募
金
活
動

へ
の
参
画
と
会
費
や
募
金
と
活

動
の
循
環
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
基
金
活
用

で
は
、
菊
地
久
治
勉
学
奨
励
金

奨
学
生
２
名
が
奨
学
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

⑦
組
織
体
制
基
盤
の
強
化

人
事
考
課
制
度
の
試
行
的
導

入
を
図
り
、
人
材
育
成
、
職
員

の
質
の
向
上
に
務
め
ま
し
た
。

今
後
は
経
営
全
般
に
わ
た
る
改

善
計
画
を
策
定
し
基
盤
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事 業 別 資 金 収 支 計 算 書 （単位：円）
勘 定 科 目

会費
寄附金
経常経費補助金
助成金
委託金
事業
介護保険
貸付事業等
共同募金配分金
負担金
雑収入
受取利息配当金
会計単位間繰入金
経理区分間繰入金
施設整備等寄附金
投資有価証券売却
積立預金取崩

収 入 合 計
売上原価
人件費
事務費
事業費
貸付事業等
助成金
負担金
会計単位間繰入金
経理区分間繰入金
固定資産取得費
投資有価証券取得
積立預金積立
減価償却費
退職共済預け金

支 出 合 計
法人税・住民税・事業税
当期資金収支差額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

社会福祉事業
22,134,984
2,635,950

100,217,504
3,747,979

36,704,437
28,097,852

7,638,000
25,389,410
1,011,237

127,850
1,303,056

13,348,660
8,677,935

253,000
62,600,000
10,368,000

324,255,854

142,204,831
7,533,402

64,755,897
9,205,000

17,681,959
170,200

8,677,935
150,000

62,208,132
1,543,593

7,840,285
321,971,234

2,284,620
32,944,216
35,228,836

公益事業

1,498,061
50,583,000
4,467,680

52,939,739

17,648
1,856,991

111,363,119

72,876,168
4,264,798

21,388,244

137,581
8,735,660

107,402,451

3,960,668
41,299,460
45,260,128

収益事業

25,933,097

25,933,097
12,071,148
6,633,888
2,032,979

4,613,000

2,686

25,353,701
86,400

492,996
3,340,267
3,833,263

合　　計    
22,134,984
2,635,950

100,217,504
5,246,040

87,287,437
58,498,629
52,939,739
7,638,000

25,389,410
1,028,885
1,984,841
1,303,056

13,348,660
8,677,935

253,000
62,600,000
10,368,000

461,552,070
12,071,148

221,714,887
13,831,179
86,144,141
9,205,000

17,681,959
307,781

13,348,660
8,677,935

150,000
62,208,132
1,543,593

2,686
7,840,285

454,727,386
86,400

6,738,284
77,583,943
84,322,227

収

入

支

出

貸  借  対  照  表 （単位：円）
決 算 額

101,066,526
414,972

75,931,680
1,039,943

22,122,026
162,601

1,395,304
644,961,780
155,713,506

3,000,000
149,236,490

3,477,016
489,248,274

1,536,021
1,379,237

150,584
139,347,556
112,344,215

7,280,969
4,743,000
1,000,000

13,208,000
102,389,040

4,000,000
3,930,000

10,000,000
87,939,652       　    

746,028,306

勘 定 科 目
負債の部　

流動負債
未払金
預り金
買掛金
前受金
賞与引当金
固定負債
退職給与引当金

負債の部合計
純資産の部

純資産
基本金

基本金
基金

福祉基金
菊地久治勉学奨励基金

国庫補助金等特別積立金
国庫補助金等特別積立金

その他の積立金
備品購入積立金
自動車購入積立金
修繕費積立金
善意銀行積立金
嘱託員等退職金積立金
在宅福祉積立金

次期繰越活動収支差額
純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

決 算 額

27,234,926
14,711,405

742,281
1,122,242

254,100
10,404,898

135,099,715
135,099,715
162,334,641

583,693,665
3,000,000
3,000,000

337,397,111
241,784,196
88,022,994

718,750
718,750

36,881,000
4,743,000
1,000,000

13,208,000
4,000,000
3,930,000

10,000,000
213,286,725
583,693,665
746,028,306

勘 定 科 目
資産の部
流動資産
現金
預貯金
商品
未収金
貯蔵品
前払金

固定資産
基本財産
基本財産特定預金
建物
建物付属設備

その他固定資産
車両運搬具
器具及び備品
電話加入権
投資有価証券
退職共済預け金
長期貸付金
備品購入積立預金
自動車購入積立預金
修繕費積立金
福祉基金積立預金
善意銀行預金
嘱託員等退職金積立預金
在宅福祉積立預金
菊地久治勉学奨励積立金

資産の部合計

資産・負債の内訳
Ⅰ資産の部

流動資産
現金
預貯金
商品
未収金
前払金
貯蔵品

流動資産合計
固定資産

基本財産
基本財産特定預金
建物　千葉県佐倉市海隣寺町８７番地

所在の鉄筋コンクリート造陸屋
根５階建社会福祉センター建物
１棟 2,077.15㎡

建物附属設備    　
その他の固定資産

車輌運搬具
器具及び備品
権利
投資有価証券
長期貸付金
退職共済預け金
備品購入積立預金
自動車購入積立預金
修繕費積立預金
在宅福祉積立預金
福祉基金積立預金
菊地基金積立預金
善意銀行預金
嘱託員等退職金積立預金

固定資産合計
資 産 合 計

Ⅱ負債の部
流動負債

未払金
預り金
買掛金
前受金
賞与引当金

流動負債合計
固定負債

退職給与引当金
固定負債合計
負 債 合 計
差 引 純 資 産

金　　 額

414,972
75,931,680
1,039,943

22,122,026
1,395,304

162,601
101,066,526

155,713,506
3,000,000

149,236,490

3,477,016
489,248,274

1,536,021
1,379,237

150,584
139,347,556

7,280,969
112,344,215

4,743,000
1,000,000

13,208,000
10,000,000

102,389,040
87,939,652
4,000,000
3,930,000

644,961,780
746,028,306

14,711,405
742,281

1,122,242
254,100

10,404,898
27,234,926 

135,099,715
135,099,715
162,334,641
583,693,665

財 産 目 録 （単位：円）

平
成
22
年
度

事
業
・
決
算
報
告

事
業
報
告

東日本大震災義援金募金にご協力いただきまし

てありがとうございます。皆様のご協力により千

葉県共同募金会佐倉市支会にお寄せいただいた義

援金は、６月１０日現在で下記のとおりです。               

被災地全域　　１４，５０７，８９８円  

千葉県限定　　 ７６４，８０１円

合計金額　　　１５，２７２，６９９円

引き続き、東日本大震災で被害を受けた被災者の

方々の支援と、復興支援を目的に義援金を募集し

ておりますので、ご協力をお願いいたします。 

○義援金の種類

①東日本大震災義援金（全域）

②千葉県内の被災者に配分を限定した義援金      　

③被災地で活動するボランティア団体・ＮＰＯ

への支援金募金

○受付期間　平成２３年９月３０日（金）まで

○受付窓口 社会福祉センター及び西部・南部の

地域福祉センター

※義援金は①②③いずれも直接銀行振込みもできます。
口座など詳細は佐倉市社会福祉協議会ホームページ
を参照または下記へお問合わせ下さい。

○問い合せ

千葉県共同募金会佐倉市支会

℡ ０４３（４８４）６０３３

佐倉市社会福祉協議会ホームページ

ＵＲＬ：http://www.sakurashakyo.or.jp

新任理事・評議員紹介
【理事】

【評議員】

（任期：平成２３年５月２６日～平成２４年７月９日）

№
１
２
３
４

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

氏　　名
川　根　紀　夫
古　島　　　弘
髙　橋　宗　夫
寺　田　純　子

選 出 区 分
行政（福祉関係）
地区社協会長
地区社協会長
ボランティア連絡協議会

氏　　名
上ノ山　博　夫
渡　辺　尚　明
土　屋　志　郎
小長井　博　子
島　田　　　保
安　本　秀　明
藤　澤　奎　二
増　田　征　司
小　原　稜　子
大　蔵　文　子
長　谷　久美子

選 出 区 分
議会
行政機関（社会福祉課）
行政機関（教育委員会）
校長会
自治会・町内会・区
地区社協会長
地区社協会長
地区社協会長
地区社協会長
地区社協会長
ボランティア連絡協議会

氏　　名
大　木　律　子
谷　田　部　満
櫻　井　　　肇
安　本　秀　明
池　澤　利　一
戸　村　庄　治
藤　澤　奎　二
左奈田　雄　一
大　蔵　文　子
古　島　　　弘　
平　野　協　治
髙　橋　宗　夫
増　田　征　司
小　原　稜　子

地 区 社 協 名
佐倉東部地区社協
佐倉城の辺地区社協
内郷地区社協
根郷地区社協
弥富地区社協
和田地区社協
志津地区社協
臼井地区社協
千代田地区社協
志津南地区社協
ユーカリが丘地区社協
西志津地区社協
うすい東地区社協
王子台地区社協

決 算 報 告

（任期：平成２３年５月１８日～平成２４年６月９日）

平成２３年度地区社協会長名簿



選挙運営委員会　増田啓子　手話ダンス虹　手話ダンス・ロード　ふれあいサロン千成　南部
地域福祉センター　下志津小学校児童会　社会福祉法人愛光　社会福祉法人愛光後援会　愛の
灯台基金　岩井光三　関根直也　評議員有志　うすい東地区社協　勝山進　染井野１・２丁目
役員会　志津南地区社協　西志津地区社協　さんぽみち　バンド・リ・ボーン　王子台地区社
協　佐倉小学校ガードボランティアひまわり会　大佐倉子ども会　石栗　王子台小学校６年生
佐倉ブリッジ同好会　モーニングクラウド　房田正一　高椋博久　只縄登　只縄一子　松原章
青少年育成住民会議　飯野区　西川陽子　ボランティア活動助成金対象選考委員会　関口正久
櫻太鼓　志津地区社協　ＮＰＯ法人Leven 志津地区青少年育成住民会議　将門町町会　岩崎
隆夫　石川県営住宅　夏坂博文　川原栄一　木野子区　根郷角栄　小林光一　石井利秋　高柳
重男　喜多延鷹　財団法人佐倉緑の銀行　小坂正晴　グリーンヒル佐倉クラブ（老人会）　第
２松が丘自治会　チューリップの会　小原稜子　佐藤武　Ｖ・Ｇマーガレット　井口勉　井口
美津子　生谷東洋団地　大崎台１丁目町内会　松が丘自治会　勝尾治子　千代田地区社協　秋
山絹子　さくら山王自治会　馬渡区　クラッセ佐倉自治会　松ヶ丘防犯グループ　朗読サロン
こおろぎの輪　西志津囃子友の会　臼井地区社協　佐倉日蘭協会　原田泰雄　原田久美子　松
谷昭　加藤富佐子　西志津四季の会　ボランティア・チューリップの会　㈲タカオ産業　佐倉
城の辺地区社協　太田区　石川幸子　フィットネスクラブ・ウスイ　金山英二　飯野区伊藤利
郎他５名　ユーカリチャリティコンサート実行委員会　寺崎東部　寺崎西部　あしたの会有志
八幡台クラブ片岡富美子　長岡嘉雄　佐倉市こおろぎの会　榊原静子　西坂逸夫　大篠塚　宮
前ローズタウン　石渡静男　春路自治会　表町浅間前自治会　越牟田祐子　佐倉金比羅ふれあ
い市　内郷地区社協　田中宣子　料理兄弟　英会話クラブ「スマイルイングリッシュ」　ボー
イスカウト佐倉第４団　佐倉地区民協有志　千成自治会　ユーカリ和の会　染井野５丁目町内
会　表町　表町第１ブロック第２班有志　株式会社小川園　佐倉被災地支援の会　裏新町第一
町内会　神門自治会　ヘアハウスミント　老人福祉センター内カラオケ愛好会　小篠塚区　ふ
きのとう・やまぶき　グリーンヒル佐倉自治会　渡辺怜子　佐倉刻字愛好会　佐倉舞踊団体連
合会　よっといで　ケアハウスちとせ　楡の会　大崎台２丁目町内会　六崎区　宮本区　高田
達雄　心のふれあいボランティア・ひびき　井原重之　藤治台自治会　森フラスタジオ　永井
けい子　石川区　大山クラブ有志　㈱YOUSOFY TRADING ユーカリが丘５丁目自治会　内
田勝也　将門クラブお花見会　小出　防犯パトロール王六会　志津ユーカリ苑職員一同　小寺
淳三　社会福祉法人自州会　佐倉陸友会　根郷角栄ふれあい居酒屋　城区　ハッピーはっぱ
裏新町第２町内会　岩富地区　岩富町地区　飯塚地区　宮内地区　七曲地区　内田地区　西御
門地区　佐倉市民謡連合会会員一同　佐倉草ぶえの丘　坂戸地区　押尾彰一　光英塾京成駅前
教室　光英塾千成本教室　若葉会　若葉会（臼井）　大崎台３丁目自治会　（敬称略：順不同）
※その他福祉センター等に設置された募金箱に多数ご寄附いただいております。

（３）第１６４号 ２０１１年７月１日

こ
の
度
の
大
震
災
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
知
り
、
海
外
の
方
た
ち
の
心
配

の
大
き
さ
に
刺
激
を
受
け
、
帰
国
し
ま
し
た
。
入
学
式
延
期
を
知
り
、
今
し

か
な
い
と
リ
ュ
ッ
ク
一
つ
で
石
巻
に
向
か
い
、
現
実
の
、
悪
臭
、
土
埃
、
ガ

レ
キ
の
山
に
衝
撃
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
作
業
は
家
屋
の
片
付
け
で

し
た
が
、
家
族
の
方
は
意
外
に
も
明
る
く
、
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
笑
顔
を
見
て
安
心
す
る
と
同
時
に
、
悲
し
く
も
な
り
、
心
が
締
め
付
け

ら
れ
る
よ
う
で
し
た
。
お
礼
に
と
長
時
間
並
ん
で
や
っ
と
手
に
入
れ
た
配
給

の
パ
ン
を
私
た
ち
に
く
れ
る
の
で
す
。
こ
の
パ
ン
が
家
族
の
方
に
と
っ
て
ど

れ
だ
け
貴
重
な
も
の
な
の
か
と
考
え
る
と
心

が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

被
災
者
の
方
の
体
験
は
ど
れ
も
想
像
が
つ

か
な
い
、
涙
の
止
ま
ら
な
い
様
な
現
実
ば
か

り
で
す
。
不
安
ば
か
り
の
毎
日
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
被
災
者
の
方
々
は
笑
顔
で
前
に
進

も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
時
間
を
見
つ

け
て
飛
ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
被
災
者
の
方
々
の
不
安
が
少
な
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

快適・安心・安全をお届けします
イオン＆旬鮮館と３２の専門店

京成臼井駅前
〒285−0837
佐倉市王子台1−23　℡ 043−461−1871

海
外
か
ら
急
遽
帰
国

平成２３年３月２８日に設置した佐倉市災害ボランテ
ィアセンターは、被災者への物的、人的支援活動が一
段落しましたので４月３０日に閉鎖いたしました。そ
の間、市内で家屋の全壊、半壊した世帯や青少年セン
ターに避難されている方々のニーズに添って、登録さ
れたボランティアの方々に活動していただきました。
現在は、佐倉市ボランティアセンターの通常の業務の
中で引き続き支援しています。

社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らすことがで
きる福祉のまちづくりをめざして活動しています。今
後ともお力添えいただきますようお願い申し上げ、こ
れまでのご協力の御礼とさせていただきます。ありが
とうございました。

活動報告（平成２３年５月２日現在）

①市内の被災者の支援
全壊、半壊の世帯のニーズを民生委員から情報提供
を受け、２世帯に震災ごみの片付け、搬出等をボラ
ンティアが実施。

②福島県からの被災者支援
岩名青少年センターの避難者及び松ケ丘地区の避難
者への物資の提供、ボランティアの派遣、その他随
時ニーズ把握と対応、ボランティアグループによる
配食サービス、理容ボランティアによる整髪、通院
の支援等。

③被災者への救援物資の募集
商工会議所及び市内企業、個人からの提供を受けた。
食料品は米１６５㎏、レトルト食品、缶詰、調味料等。
生活用品は学用品、衛生用品、介護用品、台所用品等。

④市内で生活する被災者支援ボランティアの募集
団体は３０団体、個人は６２人のボランティア登録を実
施。

⑤東北地方の被災地支援
・情報提供と全国社協のボランティア保険加入手続

き等　保険加入者数 ２９件

⑥その他
・住まいの提供申し入れ件数　７件
・災害ボランティアセンターへの問い合せ件数 １２１件

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
佐
倉
市
で
も
多
く
の
方
が
被
災
し
、

東
北
地
方
か
ら
も
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
が
お
り
ま
す
。
東
北
各
県
の
被
災

地
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
に
行
か
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
方
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
際
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
現
地
で
活
動
し
た
３
組
の
方
の
体
験
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
後
、
何
か
手
伝
え
な
い
も
の
か
と
五
月
の
連
休
後
八
泊
九

日
で
被
災
地
へ
行
っ
た
。
３
・
11
か
ら
二
カ
月
以
上
経
っ
て
い
る
の
に
、
大

槌
町
や
陸
前
高
田
市
は
手
つ
か
ず
の
ま
ま
の
よ
う
だ
っ
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
見
た
の
と
は
大
違
い
。
こ
こ
に
町
が
存
在
し
た
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
全

て
流
さ
れ
想
像
を
絶
す
る
。
被
災
者
は
二
カ
月
以
上
も
体
育
館
や
公
民
館
で

暮
ら
し
て
い
る
。
日
本
全
国
、
遠
く
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
か
ら
も
若
者
や
中

高
年
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
い
る
。
ガ
レ
キ
処
理
、
炊
き
出
し
、
話
を
聞

く
、
物
資
の
仕
分
け
等
そ
れ
ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
を
す
る
。
全
て
が
自
己
完

結
。
食
事
、
移
動
手
段
、
宿
泊
、
体
育
館
で
寝
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ど
う
し
も

助
け
合
う
。
東
北
の
人
た
ち
の
我
慢
強
さ
に
も
感
心
し
た
。
若
者
達
の
頑
張

り
様
を
見
て
い
る
と
、
ま
だ
日
本
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。
長
い
目
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
、ま
た
被
災
地
へ
行
っ
て
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

感
じ
た
こ
と

佐倉市災害ボランティアセンターへのご協力のお礼

大
学
生
　
浅
井
　
夢
花

看
護
師
　
増
田
　
一
枝

４
月
29
日
午
前
２
時
、
佐
倉
市
社
協
に
集
め
ら
れ
た
支
援
物
資
を
積
ん
で

メ
ン
バ
ー
３
人
で
佐
倉
を
出
発
、
10
時
に
は
仙
台
の
宮
城
復
興
支
援
セ
ン
タ

ー
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
担
当
者
か
ら
「
被
災
地
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
名
目
で
観
光
に
来
て
い
る
人
が
い
る
。む
や
み
に
記
念
撮
影
し
た
り
、

手
伝
い
を
お
願
い
し
て
も
、
作
業
中
に
帰
り
の
渋
滞
の
こ
と
を
心
配
し
て
い

た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
不
信
感
が
募
っ
て
い
る
。
一
週
間
い
て
く

れ
る
と
意
思
の
疎
通
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
が
」
と
意
外
な
こ
と
を

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
向
こ
う
の
求
め
る
こ
と
が
違
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
し
た
。重
機
の
扱
い
や
特
殊
な
技
術
提
供
は
大
歓
迎
だ
が
、

一
般
的
な
支
援
活
動
は
ほ
ぼ
足
り
て
い
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
渋
滞
の

整
理
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
お
断
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
私
達
は
何
も
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
継
続
的
な
物
資
と
お
金
の
支
援
が
欲
し
い
と
の
こ
と
。

今
回
は
支
援
物
資
と
い
う
形
で
協
力
で
き
た
。
こ
れ
は
社
会
福
祉
協
議
会

の
信
頼
性
と
物
資
の
収
集
力
、管
理
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
。

そ
こ
に
青
年
会
議
所
の
持
つ
若
い
力
、迅
速
か
つ
力
強
い
行
動
力
が
加
わ
り
、

確
か
な
一
歩
が
踏
み
出
せ
た
と
思
う
。
午
後
８
時
に

佐
倉
帰
着
、
18
時
間
に
わ
た
る
輸
送
が
終
わ
り
ま
し
た
。

宮
城
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
物
資
輸
送

佐
倉
青
年
会
議
所
理
事
長
　
長
谷
川
　
智
之

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
に
余
る
行
為
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
で
は
あ
る
に
せ
よ
、

被
災
地
や
被
災
者
に
と
っ
て
は
迷
惑
千
万
で
す
。
災

害
支
援
は
あ
く
ま
で
も
被
災
地
、
被
災
者
の
要
望
に

沿
っ
た
支
援
が
大
切
で
あ
り
、
善
意
を
押
し
つ
け
復

興
支
援
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【

佐
倉
市
社
協
事
務
局
よ
り】

東日本大震災たすけあい義援金寄附者ご芳名 平成２３年５月１５日現在



お詫びと訂正

第１６４号（４）２０１１年７月１日

至
23
・
４
・
１
　

至
23
・
５
・
31

＝

敬
称
略＝

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

寄附者氏名・団体
佐倉市ボランティア

連絡協議会
はらぺこ・さくら
狩集ヨシ子
佐倉楽友協会
新町・フ・リ・マ

石井・池谷
三浦京子

匿名

合　　　　　　計

金額（円）
ラミネータ２台
4 1 , 5 8 0 円相当

3 , 0 0 0
5 , 2 5 2

1 0 , 0 0 0
高齢者疑似体験・エルダートラ
イフルセット 5 6 , 0 0 0円相当

3 5 , 0 0 0
切手80円 150枚
1 2 , 0 0 0 円相当

5 3 , 2 5 2

（平成２３年４月１日〜
（敬称略）　平成２３年５月３１日）寄附者ご芳名

ありがとうございました。福祉事業に活用させていただきます。

「

千
年
に
一
度
の」

「

未
曽

有
の」

「

予
想
を
遙
か
に
超
え

た」

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
容
句

が
つ
い
た
東
日
本
大
震
災
。
し

か
し
、
被
災
地
や
被
災
者
に
と

っ
て
そ
の
悲
し
み
の
深
さ
は
形

容
し
難
く
計
り
知
れ
な
い
。
肉

親
を
亡
く
し
、
家
を
失
い
、
生

活
を
奪
わ
れ
悲
し
み
の
ど
ん
底

に
い
る
被
災
者
の
痛
み
を
分
か

ち
合
い
、
と
も
に
生
き
る
存
在

で
あ
り
た
い
。
岩
手
県
の
陸
前

高
田
市
社
協
や
大
槌
町
社
協
は

会
長
は
じ
め
職
員
、
関
係
者
が

多
数
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
、

事
務
所
は
跡
形
も
な
く
流
さ
れ

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
仲
間
を

見
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
　
　

（

Ｈ
・
Ｔ）

 

本紙「社協さくら」は共同募金の配分金で作られています。

佐
倉
市
内
に
居
住
す
る
方
で
介
護
福
祉
士
、
ま
た
は
訪
問

介
護
員
１
・
２
級
研
修
を
修
了
し
た
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
指
定
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上

資
格
等
の
写
し
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
履
歴

書
は
事
務
局
ま
た
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
り
ま
す
。

採
用
は
書
類
選
考
と
面
接
試
験
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
詳
し

く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
℡（

４
８
４）

６
１
９
７

【

金
銭
預
託】

使
用
済
切
手
収
集
の
会
　
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
、
〇
三
六
円

【

指
定
金
銭
預
託】

か
ぶ
ら
ぎ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
二
八
、
一
二
五
円

【

金
銭
払
出】

帰
宅
旅
費
　
　
　
　
８
件
　
　
　
三
、
八
二
〇
円

指
定
払
出
　
　
　
　
１
件
　
　
一
三
、
一
三
五
円

災
害
見
舞
金
　
　
　
８
件
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

【

小
口
貸
付】

28
件
　
八
七
五
、
〇
〇
〇
円

【

物
品
預
託】

菊
池
政
弘
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

永
鳥
秀
人
　
　
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド
、
歩
行
器
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー

小
野
昌
代
　
　
　
　
　
　
　
尿
と
り
パ
ッ
ド
多
数

小
林
治
郎
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

井
上
千
絵
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉
ミ
ル
ク

（

株）

小
川
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
茶
19
本

青
柳
孝
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
お
む
つ

匿
名（

16
名）

粉
ミ
ル
ク
、
哺
乳
瓶
、
尿
取
り
パ

ッ
ド
多
数
、
歩
行
器
、
車
イ
ス
２
台
、
シ
ャ
ワ
　
　

ー
チ
ェ
ア
２
台
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
洗
濯
　
　

機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
他

【

物
品
払
出】

紙
オ
ム
ツ
15
件
、
尿
取
り
パ
ッ
ド
15
件
、
タ
オ
　
　

ル
14
件
、
お
茶
13
件
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
２

件
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
２
件
、
電
子
レ
ン
ジ
１
　
　

件
、
他

ご長寿をお祝いする敬老会を、地域ごとに開催いたします。
年齢が75歳以上（昭和11年12月31日以前生まれ）の方が対

象となります。
開催日および会場は下記のとおりです。開催時間等の詳細

につきましては、各地区社協から招待状をお届けしますので
ご確認ください。

問合せ 佐倉市社会福祉協議会まちづくり推進班
℡（４８４）６０３３

臼
井
東
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
平
成
23
年
７
月
１
日

を
以
て『

う
す
い
東
地
区
社

会
福
祉
協
議
会』

と
改
称
し

ま
す
。

・日　時　８月７日（日）　時間未定
・内　容　盆踊り、太鼓、ゲーム、模擬店等

※日程、内容変更の可能性があります。
参加希望の方はお問い合せください。

・問合せ　℡（４６２）２９４１（担当 横田）

◆ ケアハウスくつろぎの里「納涼祭」地域のために活動してみませんか

５月１日発行「社協さくら」第１６３号
に誤りがありました。お詫びして訂正さ
せていただきます。

●４頁ページ　寄附者ご芳名表中
「鈴木春増様」を「鈴木春造様」に訂正

●ともに歩むふくしプランⅡのダイジェ
スト版（２ページ）

［重点目標２－２］助け合いのしくみを
つくろう
◇障がいを知るための画工挙行くを充
実させます。を、学校教育を充実させ
ます。に訂正

おいでください  施設のお祭りへ

・日　時　10月１日（土）12～15時半（予定）
・場　所　愛光駐車場
・内　容　アトラクション、模擬店等
・問合せ　℡（４８４）６３９１

◆ 社会福祉法人 愛光「秋祭り」

・日　時　７月22日（金）、23日（土）
両日とも９時～16時

・場　所　木の宮学園　佐倉市青菅1051
・内　容　知的に障がいをもつ方々と共に作業

活動や余暇支援に参加する体験です。22日
は作業体験や翌日のイベント準備。23日は
ミニ縁日を行います。模擬店の手伝いや利
用者と縁日参加の体験です。
詳しくはお問い合せください。

・問合せ　℡・　（４６３）１１２８
（担当 須藤・新井）

・日　時　10月15日（土） 10時～15時（予定）
・場　所　さくら千手園・木の宮学園
・内　容　イベント、模擬店、フリーマーケット等

※当日、お手伝いして下さるボランティア
の方も募集しています。

・問合せ　℡（４６２）２００８（支援課 宮内）

◆ 千手会フェスタ２０１１

木の宮学園「ボランティア講座」

地
域
で
の
さ
さ
や
か
な
活
動
に
光
を
当
て
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
こ
と
に
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
48
年
に
発
足
し

今
年
で
38
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
協
さ
ん
を
は
じ
め

目
の
不
自
由
な
方
々
や
多
く
の
人
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
会
と
し
て
初
め
て
購
入
し
た
小
さ
な
ラ
ジ
カ
セ
と
マ
イ
ク

は
今
も
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
紙

箱
入
り
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
録
音
室
も
な
く
自
宅
や
公
民
館
で

騒
音
を
気
に
し
な
が
ら
の
録
音
な
ど
、
受
章
を
機
に
当
時
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
た
次
第
で
す
。
　
　
　
　

（

内
田
　
正
恵）

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「

佐
倉
市
こ
お
ろ
ぎ
の
会」

が
永

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
緑
綬
褒
章
を
受
章
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
６
月
29
日
、

皇
居
で
行
わ
れ
た
授
章
式
に
は
会
を
代
表
し
て
内
田
正
恵

さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

曜日
日
日
日
日
日
日
日
水
木
金
金
金
土
土
土
土
日
土
日
日
日
日
日

問合せ

460－1782

484－6033

484－6033

462－0743
462－0743
462－0743

460－1781

486－5690

460－1781

483－7288
483－7288
483－7288
461－5641
460－1782

地 区 名

志 津 南

佐倉城の辺

佐 倉 東 部

王 子 台
う す い 東
臼 井

志 津

内 郷

ユーカリが丘

根 郷
和 田
弥 富
千 代 田
西 志 津

会　　　場
下志津小学校
南志津小学校
はらトピア
佐倉中央公民館
佐倉小学校
佐倉東小学校
白銀小学校
佐倉市民音楽ホール
佐倉市民音楽ホール
佐倉市民音楽ホール
上志津小学校
井野小学校
志津中学校
内郷小学校
青菅小学校
志津コミュニティセンター
志津コミュニティセンター
志津小学校
根郷小学校
和田ふるさと館
弥富小学校
千代田小学校
西志津ふれあいセンター

開催日
９月４日
９月11日
９月25日
９月18日
９月11日
９月18日
９月25日
９月28日
９月29日
９月30日
９月30日
９月30日
10月１日
10月１日
10月１日
10月８日
10月９日
10月15日
10月２日
10月２日
10月２日
10月２日
10月２日


